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日本原子力発電株式会社東海第二発電所納め

l,100MWe原子炉格納容器の建
D¢Sign and Fabrication of MARK-ⅠITYPe Reactor PrimarY Containmenl

Vesselfor theJapan Atomic Power CompanY.TokaiNo･2PowerStatiol

日本原子力発電株式会社東海第二発電所納め1,100MWe原子炉格納容器は,

MARK-ⅠⅠ型の鋼製自立型格納答器としては世界で初めての型式であるが,従来の

MARK-Ⅰ型の経験を生かし関連部門との1密接な協力と実験を含めた十分な事前検

討により,7筒月という短期間で据付けを完了し,官庁立会試験に合格した｡

本格納容器は構造的に新しい部分が多かったため,多くの試作実験を行なって設

計の裏付けを行なうとともに,製作面に関しても,実験によって確認した新しい技

術を積極的に採用し,品質の向上を図った｡更に現地据付においても安全･品質を

第一--としながらも,土建作業との並行作業を積極的に取り入れ,据付工程の短縮を

図った｡本稿はこれらの設計･製作･据付について説明したものである｡

tl 緒 言

日立製作所は昭和49年11月,日本原子力発電株式会社東海

第二発電所納め原子炉格納答器を7摩きi月というく短期間で据付

を完了し,官庁立会の耐圧･漏洩試検に合格した｡図1にこ

の完成外観を示す｡本格桐谷器は,従来のMARK-Ⅰ型と呼

図I MARK-ⅠⅠ型原子炉格納容器 写真は漏洩率試験後の状態を示
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ばれる電球形ドライウエルの周囲に円環二伏の圧力抑制董を配

置した構造のものと異なり,円錐台形ドライウエルと円筒形

圧力抑f別室を上下に組み合わせたMARK-ⅠⅠ型と呼ばれるも

ので,原子炉圧力容器や格納容器内部の重要機器類の点検及

び配管の仮想破断によって格納容器の健全性が才員なわれない

ようにするための保護対⊥策を,より実施しやすくするため近

年開発されたものである｡今回完成したMARK-ⅠⅠ型格納答

器は,鋼製自立型として,日立製作所としては無論のこと,

世界でも初めてのものであるが,この格納容器は日本法人

GETSCO社から′受注し,アメリカ,EBASCO社より与えら

れた基本設計条件(基本寸法,荷重など)に基づいて日立製作

所が詳細な設計を行ない,また永年にわたるMARK-Ⅰ型の

東京電力株式会社福島第一原子力発電所1号機,同3号機及

び同4号機,並びに中国電力株式会社島根原子力発電所及び,

台湾電力公司金山原子力発電所1号機及び同2号機の設計製

作の経験を生かし,かつ諸々に新機軸を採用し好評裏に建設

を終了することができた｡

以下にその設計,工場製作,現地据付,‾試験検査などの概

要について報告する｡

囚 設 計

2.1 設計基本仕様

2.1.1 構 造

MARK一ⅠⅠ型格納容器は,図2に示すようにドライウエル

と圧力抑制室の間を断熱コンクリートと鉄筋コンクリート層

を組み合わせたダイアフラム フロアによって仕切り,これに

108本の直線状ダウン カマ管を貫通させて連絡したものであ

る｡圧力抑制室の円筒胴は,底部マット コンクリートに544

本のアンカ ボルトによって固定されている｡このために円筒

胴‾F端に大きな拘束応力が発生するので,国定部外周にサン

ド ピットを設け,砂の反力によって応力を緩和させる構造

となっている｡更に,圧力抑制室の底部は鉄筋マット コンク

す｡ リートの上面に薄肉の鋼板をはり,これをアンカ ボルトで固

*

日立製作所日立工場
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図2 MARK-ⅠⅠ型原子炉格納容器の構造 図は鋼製自立型格納容

器の断面を示している｡

志されたH形鋼に溶接する構造となっている｡ライナ プレー

トは格納容器の気密を保つバリアで,荷重はマット コンクリ

ートで受けることになっている｡ドライウエルの円錐部上方

には8個,下方には18偶の耐震用スタビライザが取り付けら

れ,原子炉運転中の横方向の地震荷重を拘束支持する｡ま

た,ドライウエル円錐部には内部機器を支持するための床用

ビームの支持座が,2段に計15個配置されている｡ドライウ

エル円錐部には機器搬入,搬出用のハッチ(1個),所員用エ

アロック(1個),及び圧力抑制量内円筒部にはアクセス ハッ

チ(1個)などが設けられている｡

2.l.2 適用規格

MARK-ⅠⅠ型格納容器に適用した規格,基準は次に示すと

おりである｡

(1)通商産業省令第81号｢電気工作物の溶接に関する技術基

準を定める省令+

(2)通商産業省告示第501号｢発電用原子力設備に関する構造

等の技術基準+

(3)鋼構造計算規準(AIJ:ArchitecturalInstitute｡f

Japan)

(4)ASME Boiler and Pressure VesselC｡de Secti｡nIII

``Nuclear Power Plant Components”Devision-1

上記のほか,MARK-ⅠⅠ型格納容器の新しい構造部分であ

る底部(ライナ プレート,アンカ ボルト,基礎鉄筋コンク

リート)及びダイアフラム フロアに対しては次の規定が適用

きれる｡

(1)新型格納容器底部に関する仕様

(2)新型格納容器ダイアフラム フロア(BWR:Boiling
Water Reactor)及び内部コンクリート構造(PWR:Pres･

surized Water Reactor)に関する仕様

表l荷重の組合せと許容応力強さ 種々の荷重の組合せに対する格納容器各部の許容応力･ひずみの

値を示す｡

許容応力強さ

荷重の組合せ

一

次 応 力 強 さ 一次十二三欠

応力強さ
条 件 内 圧 外 圧 死荷重 着荷重 水重l

空気

壬生

ジェットカ

及び

ジェット反力

熱変形

荷重

他罪

荷重Pm P+＋Pb PL＋P上〉十○

格

納

容

器

耐

圧

部

分

初 期 試 験 時 8＋0＋1◆

S l.5S 3ざ フェライト系銅材で

製造された格納容器

が考えられるいずれ

かの荷重状態で相当

の塑性変形が考えら

れる場合は,その領

】或を含む絹材の使用

温度はNDT＋670c

以上とする｡

○ ○ ○ (⊃ ⊂) (⊃

最 終 試 験 時 D＋0＋1●
(⊃ ○ ○ ○ ○ ○

定 常 運 転 時 8十0＋Sl

S l.5S 3S

○ ○ ○ ○ ○ ○

燃 料 交 換 時 D＋0＋Sl
○ ○ ○ ○ ○

安全検討地変時 D十0十ざ2 l.2ざ l.8S 3S ○ ○ (⊃ ○ (⊃ ○

事故時(ジェットカ) D＋0＋J 0.9ざy 3S (⊃ (⊃ (⊃ ○ ○ ○ ○

事 故 時 D＋0＋1＋Sl l,2S l.8S 3S (⊃ ○ ○ (⊃ ○ ○ (⊃

事故 後 満 水 時 0.9Su ○ (⊃ ○

ラ格鉄

イ納筋
ナ容コ

聯
ト芸と

許容応力

荷重の

組合せ

ライナー プレート 格納容器胴アンカ ボルト 鉄 簡 コ ン ク リ ト

許 容 膜 ひ ず み

引 張 り 条 件
圧 縮

′"

せん断

ん5

付 着(異形鉄筋)

庄絹ひずみ

亡占C

引張ひずみ

亡丘亡

上 端 崩

た′

そ の 他

′｡ノ･

D十0＋1● 0･5βF l.F=8.丁5∫〟又は

Syのし､ずれか小さい

ほうの値

与F{
益F｡かつ

(S十i畠F｡)以下

去r｡かつ

(9十島F｡)以下

為r｡かつ

(13.5十島F｡)以下

D＋0十L 0,002 0.001

0.75βF 与F｡
益F｡かつ 為F｡かつ 諾F｡かつ

ポ

ノレ

ト

ロ＋0＋S】 0.004 0,002
Z.β=(Dn/血))2

Dハ=ボルトの呼び径

Do=ボルトの谷径

3.ボルトの設計は谷径

で行なうものとする｡

l.5(ざ＋晶F｡)以下 l.5(9＋嘉F｡)以下 卜5い3.5＋島F｡)以下

8十0＋ざ2

8＋0＋L十ざ】

0.005 0.003 Fγ 外力と内力を合計Lたものがつり合いの法則を満たL.どの断面においても降伏状態にならな

いこと｡

注:D=死荷重 ざ-=設計地無荷重 ∫y
=降伏応力

0=通常運転時荷重 ざ2=安全余裕検討用地震荷重(l.5×S.) ざu
=貴大引張応力

1-=事故時内圧荷重 J=ジェットカ F
=コンクリート設計基準応力

+=事故時の荷重 S=規格に定められる許容応力 NDT=NトトDu帥=tyTemperature脆性遷移温度
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2.l.3 設計仕様

(1)荷重の組合せと許容応力

格納容器の設計は表1に示すように,五つの荷重条件に対

して,それぞれに加わる荷重の組合せを考慮して応力評価を

行ない,どのような条件でも格納容器の機能が果たせるよう

な十分な強度をもっていることを確認することが要求きれる｡

各条件に対する格納容器本体などの耐圧部及びライナ プレー

ト･格納容器胴アンカ ボルト,鉄筋コンクリ一卜などの新し

い構造部分の応力評価は,表1に示す許容応力で行なわれ

た｡非耐圧部の応力評価はAIJに従って行なわれた｡

設計荷重のうち,格納容器胴の設計内圧は2.鮎kg/cm2g,

設計外圧は0.14kg/cm2gであr),設計温度はドライウエル

1710c,圧力抑制室1048cである｡またジェットカは,ドライ

ウエル内の一次系配管がイ反想破断事故を起こしたとき,配管

内の高圧流体が破断部から放出されることにより生ずるもの

であるが,i充体が配管から吹き出した後のジェット流の広が

-)は,｢Moody の理論+により算出した｡

2.2 構造の特徴

2.2.1応力解析

格納容器の各部応力解析は,表1に示す荷重条件に従って,

表2に示す電子計算機計算プログラムを用いて基本板厚計算

及び詳細解析を行なった｡これらの解析は各計算プログラム

を組み合わせ,電子計算機を有効に利用して解析から評価ま

でシステマテイツクに行ない,計算の精度を上げた｡図2に

示す形二伏で応力の大きな点は,仮想事故時の内圧(設計内圧)

によるドライウエル胴と圧力抑制案胴の接合部及びイ反想事故

時の温度分布によるサンド ピット部である｡ドライウエル

及び圧力抑制室胴の内圧による応力は,表2の計算プログラ

ム"PCVOMP''を使用して求めた｡またサンド ピット部に

ついては,安全側の計算としてライナ プレート以下の部分

は仮想事故前の温度320cに保たれ,プール水と接触している

部分は事故後の最高温度104qCに保たれているとイ反志し,計

25,90軸 38ま

汝さ糸車さ;缶手ミ
了乍……一ゝラ､づ′′′･■､･もY
ミミ牢､こミ′Iこぎ語■註L

惑謬洪く払ミノ言

ヽ
小

心

500

∴儀式
ぷざ■､輔､:)発

､ノ`;くど､､ノヾさ～△汚三

L.'蚕二≦等

.≦整室箋

リングガーダ

､-∫¢奄≒ノビ■′

環シ人ぎだて占､三な三
′′■き呈占へ

′､きノ三三

腑ど 1

ーぢ詳;き糸′-誤写､諺ノ芳で諒葦婆ノ､琵ミぷ

.茅垂鞍Y与琵…篭漆､…遥ミ遺賢慾{

且 ‡立;
モモq托､■～祇リミ芸'ウ毒き諾÷､主語…‾

∨

穀

糀

1
1
●
■
一
-
●

20 10

リ00MWe原子炉格納容器の建設 727

表2 主な計算プログラム 日立製作所内で開発Lた格納容器用解析プ

ログラムを示す｡

プログラム名 計 算 内 容

PCVOMP 回転対称シェルの対称,非対称荷重による応力解析

PCVSAND サンドクッション部対称,非対称荷重による応力解析

DISHEAD 鏡板の対称荷重による応力解析

FEMR 有限要素法による回転対称体の対称荷重による応力解析

FUYO Biiilaard法による応力解析

FJPCV 主フランジの対称荷重による応力角牢析

FJASME 各種フランジの応力解析

ROARK 材料強度公式計算

R【NGMY 各種リングの応力解析

ANBOLT アンカーボルトの応力解析

WINDY

TEDSI

HEATRAN

EVAST

風荷重による反力計算

二次元回転対称体温度分布計算

各種伝熟形態に対する伝熱係数計算

応力評価と疲れ解析計算

算プログラム"PCVSAND''を使用して図3に示すように求

めた｡これらは十分規定許容値にあり,構造強度上問題がな

し､ことを示している｡

2.2.2 モデル実験による確認

MARK-ⅠⅠ型格納容器は新しい構造であるため,縮小モデ

′レ及び実物大により実験による実証確認を積極的に採り入れ

た｡実験を行なったものとしては,図4に示す品鋼製モデル

による応力測定実験(円錐胴の斜角ノズルに外力が加わった

場合の簡傾応力解析法の妥当性確認),ジェットカ分布実験

(蒸気･水二相流破断に対するジェット圧力分布,温度分布の

確認),サンド ピット部分実物大試験,(サンド ビット部形

状の妥当性確認)サンド平面ひずみ実験(砂の特件確認)及び

ダイアフラム フロア ベローズ部分実物大実験がある｡

結果はいずれも所期の目的を達成できるものであった｡

注:一軸方向内面応力

ー･一軸方向外面応力

一---一円周方向内面応力

-∇一円周方向外面応力

一10 -20

応力分布(kg/mm2)

図3 サンド クッション

部の温度こう配による応力

分布 温度こう配32～川4□c

による熱応力分布を示す｡
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汽き

図4 去鋼製モデルによる応力測定実験 図は為鋼製モデルにひず

みゲージを取り付けている状態を示す｡また左側に見えるのは荷重装置である｡

2.2.3 実機による応力測定

MARK-ⅠⅠ型格納容器の新しいコンクリート構造である底

部(ライナ プレート,アンカ ボルト,鉄筋マット コンクリ

∽ト)の設計方法の妥当性を確認するため,格納容器の耐圧,
漏洩率試験時実機のライナ プレート,コンクリート埋設部の

アンカ ボルト及び鉄筋にひずみゲージをはり応力測定を行

なった｡更に,リング オーダ周辺及びアンカ ボルト上端の

変形測定を行なった｡結果はいずれも底部構造の設計が妥当

であることを裏付けるものであった｡

田 材 料

格納容器は,高い安全性の要求から脆性破壊は絶対に避け

なければならないため勤惰の優れた材料を二選定し,十分な品

質管理の下で製作することが必要条件である｡このために主

要材料として表3に示すものを使用した｡

【】 工場製作

4.1エ場製作範囲の概要

現地据付工程の短縮を図るため,運搬及び舶付上許す限り

工場で大きな部品にまとめるようにした｡

以下に主な部分の工場製作について説明する｡

4.1.1格納容器胴部

円筒部は,鋼板の定尺,曲げロ【ルの能力及び輸送上の制

限などを考慮して鉛直方向に4段分割とし,円筒1段は円周

方向8分割とし,円筒2～4段は鉛直方向の2,3段及び4

段を工場溶接で一体とし,円周方向には10分割とした｡

円錐部も円筒部の考え方同様に8段分割した｡円錐1段及

び7段は,耐震用のスタビライザが取r)付けられる部分であ

り,円周方向2枚つなぎとした｡円錐2～6段はセグメント

同士の音容接は行なわず単体で発送した｡

4.1.2 配管貫通部

主蒸気配管,給水配管の貫通部は,図5に示すように-一体

の超大形ブロックとして発送したのが特徴である｡所員用エ

アロック,機器搬入口は,従来どおり工場で-一体化して発送

した｡

4.2 製作上の特徴

胴体セグメントはNC(数値制御)テープによりNCガス切

断を行なった｡また実物大のセグメントによるロール曲げ試

作を行ない,セグメント上端の調整代を不要とした｡

40

4.2.1溶接の特徴

円筒2～4段においてNCガス切断,ロール曲げ加工後,

各段のセグメントごとに溶接し,合計10枚の超大形セグメン

トとし,各セグメント間の溶接は,自動サブマージド アーク

溶接によr)日立製作所が確立したグラスウール棒を使用して

の要はつり不要の技術を駆使して行なった｡

8 現地据付

5.1据付の特徴

5.l.1 建築工事との並行作業

従来型格納容器の桝付は建築工事と分離されていたが,今

回の格納容器では,底部マット コンクリ【ト,シ【ルドゥオ

ール,圧力容器ペデスタル及びダイアフラム フロアの建築工

事並びにアンカ ボルト,底部ライナ及び格納容器胴の横械工

事が並行作業となった｡この様子を図6に示す｡

5.L2 円錐部の地上組立

地上組立定盤としては2面用いたが,この2面の定盤で円

錐2,4,6段,円錐3,4,7段及び6リングを同時組立

とし,工程の短縮を図った｡

表3 格納容著音便用材料一覧表 格納容器各部分に用いられた主な材

料を示す｡

材 質 使 用 部 分

SA-516 GR.70

ドライウエル胴

圧力抑制室胴

(中･常温圧力容器用炭素鋼銅板)

SA-333GR-6

配管貫通部

底部ライニング

配管貫通部

(低温配管用う鋼管) スプレー ヘッダ

SUS304TP

(配管用ステンレス銅細管)
配管貫通部

SA-320GR.L43

(ニッケルクロムモリブテどン珊盲馴オ)
王フランジ ボルト

SA-320GR-L43

(ニッケルクロムモリブデン盲那見本オ)
アンカ ボルト

SCM3

(クロムモリブデン珊瑚樹)
RPVペデスタル アンカ ボルト

SA-350GR.LF】

(低i孟用便案銅鉱銅品)
配管貫通部 フランジ

SA-5】6GR.了0

(中･常温圧力容器用炭素鋼て鋼板)
ダウン カマ管

た戦ヽ

図5 大形ペネトレーション 大形ペネトレーションを円捌同セグメ

ントl枚に集めたものである｡
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5.l.3 現地溶接

パルス アーク溶接,サブマージ アーク溶接及びミグ溶接

の自動,又は半自動溶接を大幅に採り入れた｡特に横l′F】Jきサ

ブマージ アmク溶接を我が国で初めて格納容器胴に採用し,

品質の向上と工期の短縮を図った｡その模様を図7に示す｡

5.2 格納容器の据付作業の詳細

5.2.1基礎ボルト及びリング ガーダの設定

基礎ボルトの据付は,格納容器本体の据付に先行し,建屋

作業のベース マットの配筋作業と同時期に行ない,テンプ

レm卜及びアンカ フレームを用いて設定した｡

5.2.2 円筒部の据付

円筒1段は地上で÷リング状組立後つI)込みを行ない,円

筒2～4段は円周方向10セグメントでつり込んだ｡つr)込み

後の各セグメントの転倒防止及び真円度調較は,側壁シール

ド ウオ椚ルに埋め込まれている埋込金物を利用し,ターン

バックルを用いて行なった｡これら超大形パネルの打付は,

従来に例はないが開先合せ及び心出しなど比較的容易に行な

うことができた｡

5.2.3 ダイアフラム フロアの据付

ダイアフラム フロアの据付は,格納容器の円筒部据付後

に行なったため,短期間にダイアフラム フロアのつI)込み設

定を完成させる必要があった｡ニのため,地上組立を大幅に

行ないjF面18分割のうち,1スパン飛びの9スパンを地上組

立で完成させ,つr)込み設定をした｡

5.2.4 ダウン カマ管の据付

ダウン カマ管は,直径61叫長さ14mの管にジェット デフ

レクタをもち,直管状が97本,途中にバキュ【ム ブレーカ弁

を取り付ける構造のものが11本,合計108本をダイアフラム

フロアヘつr)込み設定したものである｡このつり込み時期は,

下記項目との多重複作業となり,工程上,安全上最も注意を

払った点である｡

(1)ダイアフラム フロアの据付

(2)ダウン カマ管のつr)込み

(3)格納容器中央部の圧力容器ペデスタル建築工事

(4)格納容器円錐1段のつり込み設定

(5)格納容器外周シールド ウォール建築+二事

(6)格納容器円錐部へ取r)付ける配管貫通部の基準墨出し

(7)格納容器内の円錐部据付足場用架台の設定

5.2.5 円錐部の地上組立及びうり込み据付

円錐1段はダイアフラム フロア支持ビームの関係上,地⊥｢

組立二リング+犬でのつり込みが不可能のため,単セグメントの

つr)込みとし,2～7段は地上でリング状に組み立て,つr)

､3

ごふ遥

図7 横向き自動サブマージ アーク溶接 円錐胴円周継手部の横向

き自動サブマージ アーク溶接を行なっている様子を示す｡

1密

図8 円錐月同のつり込み二状況 円雄胴を地上でリング状にLた後,つ

り上げている状態を示す｡

込みを行なった｡つr)込みの様子を図8に示す｡

5.2.6 ダイアフラム フロア シールベローズの据付

ダイアフラム フロア シ【ル ベローズは,ドライウエルと

圧力抑制室を仕切るエキスパンション式シ【ルであり,ダイ

アフラム フロア部に取r)付られる｡このベロ叩ズは,事前に

実物大の部分モデル試験を行ない,締付九 気密性などを検

言寸した｡

5.2.7 底部ライナの据付

底部ライナは,ライナ サポート ビーム,ライナ プレート

l
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巨匠松方

区16 格納容器据付順序 格納容器胴,内部鋼構造物及びコンクリート構造物の据付手順を示す｡
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及びライナ プレート溶接線の漏洩テスト用テスト チャンネ

ルで構成されている0 このうち,ライナサポート ビームは,

格納容器リンググーダ据付と同時期に施工され,その後ブ

ラウトを行ない,ライナ プレートの据付テスト チャンネル

の取付という順序で施工された｡特徴としてライナ 70レー

ト及びテスト チャンネルの溶接の大半に,サブマージ アー

ク溶接を採用Lたことであるが,野天作業のための雨の影響

とブラウトを先に施工した上に,ライナ プレートを載せ溶接

するという施工方法のため,その品質管理には細心の注意が

払われた｡

田 試験及び検査

6.1現地品質管理体制

格納容器据付品質管理に対する現地組織を確立し,格納容

器品質保証計画書に基づき,品質管矧古動を行なった｡

6.2 試験の特徴

(1)底部ライナ プレート

2種容器の漏洩バウンダリを構成するものであるが,溶接

部の放射線透過試験は形状的に不可能であるため,初層及び

最終層の磁粉探傷試験と真空試験を実施した｡真空試験は,

各溶接部の形状に応じた真空箱を溶接部に押し当て,真空ポ

ンプにより真空箱内を大気圧との差が0,35kg/cm2g以下になる

まで負圧にし,あらかじめ溶接部に塗布してある石けん水の

発泡の有無により,溶接部の健全性を確認する方法によった｡

(2)格納容器全体耐圧漏洩試験

従来型MARK-Ⅰ型の方法と同じ方法を採用し,結果とし

て漏洩率は設計許容値の0.2%/dを十分満足する0.024%/d

に収めることができた｡

琴等 髄鮎
主‡‡靡鞄

1絹鞄産
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(3)ダイアフラム フロア耐圧,漏洩試験

初めての試験経験であるため,実施に当たり特に次の点を

主眼とした｡

(a)社内予備試験を十分行ない,昇圧途中でダイアフラム

フロアの漏洩箇所確認のため点検を行なうこととした｡

(b)耐圧圧力1.94二言●04kg/cm2gの計測のため,高精密ブル

ドン管圧力計を取r)付けた｡

(c)漏洩率測定方法は絶対圧力法を用い,併用してダイア

フラム フロアからの漏洩率を算出する漏洩量計量法を計画

実施した｡

試験結果として漏洩率は設計許容値10%/dを十分満足でき

る1.32%/dに収めることができた｡

l】 結 言

原子炉格納容器は,その機能から原子力発電所における安

全上最も重量な機器の一つであると同時に,その建設は発電

所建設工程上クリティカル パス上にあるため,高度の品質管

理を念頭においた設計,製造,据付,検査及び短期間での現

地据付が要求される｡幸し一日立製作所は世界初のMARK-ⅠⅠ

型鋼製自立型原子炉格納容器を厳密な品質管理の下で短期間

に据付けることができた｡

今後,更に新技術の採用などにより品質の向上,据付期間

の短縮について努力する考えである｡

最後に本格桐谷器の建設に当たり,御指導と御協力をいた

だいた日本原子力発電株式会社,GeneralElectric Tech_

nica】Services Co.,Inc.(Japan)及びEBASCO Services

Inc･,(USA),清水建設株式会社及び日立製作所関係各位に

対し深謝の意を表わす次第である｡

放射能検出器

岸 勝一

特許 第790379号(特公昭50-2833号)

本発11馴ま,複数個の屯離柑を円いて原了･

炉炉心内の放射能の分布を測定する装置に

関するものである｡

従米は図1に示すように,炉I勺の空田=二

碩数の検汁i器を配置して,放射能の分布を

測定してし､たが,この構成ではケーブルの

数が多く,それだけ中性了･がケーブルに吸

収されて,有効に利用されていなかった｡

そこで,本発明は,図2に示すように1

個の検出器の中にネお数の電離栢(同図では

4個)を形成させることによ1),ケーブル

の数を1本にしたものである｡すなわち,

良い筒状の外側電梅内に校数の絶縁物を軸

方向に離して設け,これらの仰互間に位置

する外側電極の内面に核分裂物質を碑布す

る｡更にこれら絶縁物を貫通させて外側竜

垣内に1本の中心電梅を【L下自由に移動で

きるようにしている｡二のような偶成にす

れば,枚数の絶縁物によって校数の電馳柿

が形成されることになる｡そして,鏡下部

の電離訂iでは,外側電極及び中心電極は,

それぞれケーブルの外側及び【卜L､導体に接

続されていて,移動機偶によりケーブルの

｢†1心導体を椙動させると,中心電依が上下

に格動するようになっている｡

このような構成の検出器で,まずrトL､電

紙を最先端のう昆離純aの上端まで押L上げ

たときの電流計の読みをJ.とし,次いで中

検出器

陛
図l従来の放射能検出装置の説明図

心′i‾正極を′-‾に維純aの下端まで下げたときの

電流計の読みJ2とすると,向電流伯Jl,J2

の差から電離抑aでの放射能が検出される

ことになる｡同様の操作により各部の電離

節b,C,dでの放射能の検川も可能である｡

電離箱a

電離箱b

電離箱c

電離箱d

外側電極

絶縁物

中心電極

中心導体
ケーブル

ケーブルの
乙1つ

直流電源

電流計

外側

移動機構

図2 本発明による検出装置の説明図




